

























































A Study on Determinants of Decreased Learning Motivation in Teachers’ Training School:



















































あるが（松田他 2006、伏木田他 2011、池田 2011、






























































































予習や復習、小テストの勉強はしない。 3.44 1.52 
授業よりアルバイトを優先することがある。 3.40 1.46 
授業に積極的に参加することがない。 3.81 1.39 
入学したことを後悔している。 2.89 1.55 
大学に支払うお金に困ることがある。 3.68 1.40 
いまのアルバイトは体力的にきつい。 3.61 1.41 
生活費に困ることがある。 3.55 1.35 
授業内容は自分の将来に役立つ。 4.15 1.12 
卒業後の夢や目標が決まっている。 3.69 1.19 
授業内容に興味や関心がある。 3.63 1.22 
いつも一緒にいる友達がいる。 4.25 1.29 
授業内容を相談する友達がいる。 4.11 1.18 
学外で一緒に遊ぶ友達がいる。 4.31 1.18 
授業の説明や配布資料がわかりにくい。 3.79 1.21 















Ⅰ－ 1　いつも一緒にいる友達がいる。 .906 .066 － .044
Ⅰ－ 2　学外で一緒に遊ぶ友達がいる。 .845 .099 － .051
Ⅰ－ 3　授業内容を相談する友達がいる。 .801 .013 .003
Ⅰ－ 4　授業内容は自分の将来に役立つ。 .703 － .018 .072
Ⅰ－ 5　卒業後の夢や目標が決まっている。 .690 － .199 － .002
Ⅰ－ 6　授業内容に興味や関心がある。 .290 － .151 .063
第Ⅱ因子　生活困難感
Ⅱ－ 1　大学に支払うお金に困ることがある。 .046 .934 － .058
Ⅱ－ 2　いまのアルバイトは体力的にきつい。 － .016 .929 － .018
Ⅱ－ 3　生活費に困ることがある。 － .088 .686 .023
Ⅱ－ 4　授業外で教員と話すことはない。 － .007 .468 .274
Ⅱ－ 5　授業の説明や配布資料がわかりにくい。 － .207 .209 .050
第Ⅲ因子　学習意欲低下
Ⅲ－ 1　授業よりアルバイトを優先することがある。 .042 － .100 .903
Ⅲ－ 2　授業に積極的に参加することがない。 .114 .147 .762
Ⅲ－ 3　予習や復習、小テストの勉強はしない。 － .123 － .006 .678
Ⅲ－ 4　入学したことを後悔している。 － .043 .041 .485
因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ ― － .259 － .466
Ⅱ － .259 ― .510





Ⅳ－ 1　学外で一緒に遊ぶ友達がいる。 .968 － .082
Ⅳ－ 2　いつも一緒にいる友達がいる。 .734 .216
Ⅳ－ 3　授業内容を相談する友達がいる。 .535 .303
第Ⅴ因子　学習満足感
Ⅴ－ 1　授業内容は自分の将来に役立つ。 － .015 .777
Ⅴ－ 2　卒業後の夢や目標が決まっている。 .212 .591








Ⅵ－2　大学に支払うお金に困ることがある。 .910 － .016
Ⅵ－ 3　生活費に困ることがある。 .487 .314
第Ⅶ因子　教員との距離感
Ⅶ－ 1　授業外で教員と話すことはない。 － .013 .840













































































独立変数 非標準化（B ） β ｜t｜
教員との距離感 .551*** .520*** 9.463
友人関係充実感 －.337*** －.346*** －6.428
R ２（調整済みR ２） .581（.576）
































































































































（James J. Heckman.（2013）Giving Kids a 
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